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（2010年3月1日～2010年8月31日）
決算説明資料

本資料における将来の予想等に関する各数値は、現時点で入手可能な情報に基づく弊社の
判断や仮定によるものであり、リスクおよび不確実性が含まれております。従って、実際の業
績等は、予想数値とは異なる可能性があります。

記載金額は表示単位未満切捨て、比率は小数第一位未満を四捨五入で表示しております。



中期経営計画の進捗



中期経営計画ロードマップ（国内事業共通）

1

2010年度 2011年度 2012年度

国内3社統合による業績の
底打ち・収益性の改善

人員の再配置による生産性の向上

業務改善による生産性の向上・効率の改善

国内成長分野の女性向けおよび
新ルートへの重点投資

店舗の再検証による店舗統廃合・収益性改善

主なアクションは次ページ

国内事業共通



・機能重複の排除と意思決定の迅速化、責任体制の明確化を目指した3社統合

・社名の変更「株式会社ユニヘアー」

・3社統合の実効化とグローバル本社確立のための本社移転

中期経営計画ロードマップ（国内事業共通）

3社統合

売上回復

効率改善
・3社統合による組織人事体制の確立の準備

・新潟事業所の閉鎖

・売上回復に向けた営業体制の強化、営業統括本部の創設

・東・西日本営業本部に移行することによるフォンテーヌ、アデランスの

組織人事の一体化

・クチュール店舗化の展開と現店舗の改装、統廃合の継続実施

コスト
削減

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

・3社統合による間接経費削減、無駄の排除

・本社移転によるコスト削減（間接部門人材の営業部門へのシフト）

・ 適生産・物流体制確立による効率化とコスト削減

・集中購買体制確立によるコスト削減

・ITシステムの統合と改善

【今上期の実行アクション】
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完了／着手済



中期経営計画ロードマップ（アデランス）

2010年度 2011年度 2012年度

定額制の推進による
顧客減少の歯止め

定額制による中期的顧客増加と
安定収益の確保

BOSLEYボズレーの技術を核とした、ワンストップソリューション事業の検討と展開

提携クリニックとの協業強化による展開

アデランス＋ボズレー(男性向け)

・ルール外販売の規制強化

・CSの推進

保有顧客数

の再拡大

新規顧客の

増大

・新広告キャンペーンによるブランドイメージの向上

・AHC(定額制）による明瞭な価格の提示

【今上期の実行アクション】
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2010年度 2011年度 2012年度

レディメイドからオーダーメイドまで一貫して販売できる
フォンテーヌ店舗網の充実

フォンテーヌのブランドイメージの向上と浸透に向けた、効率的な広告宣伝

顧客ニーズに基づく商品ラインアップの充実

フォンテーヌ（女性向け）

中期経営計画ロードマップ（フォンテーヌ）

・フォンテーヌクチュール店化した店舗：上期18店
（2010年8月末合計：36店）

フォンテーヌ
の知名度向上

【今上期の実行アクション】

フォンテーヌクチュール店
の大幅な拡大

・フォンテーヌブランドTV広告を継続出稿

需要層の拡大
(60代～80代）

・機能訴求のTV広告
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中期経営計画ロードマップ（国内新規事業）

2010年度 2011年度 2012年度

美容サロンへの売上の拡大

医療事業での売上の拡大

ファッションに敏感な10-20代市場での売上拡大

新規事業

・事業拡大に向けた人員配置

・担当者の教育

・ラブズチェンジ展開

【今上期の実行アクション】
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中期経営計画ロードマップ（海外事業①）

2010年度 2011年度 2012年度

ファッションウィッグ小売事業の展開

市場調査

欧州

北米

北米での会社統合・組織再編における収益改善
6月

男
性

女
性

ブランド統廃合

BOSLEYを核としたワンストップソリューション事業展開

南米への事業展開の検討 南米での事業開始

欧州本部設立の準備

男
性

女
性

欧州本部の設立(機能集約・マーケティング力強化)

BOSLEY事業
市場調査・準備

スウェーデンを皮切りに
主要地域での事業開始

ブランド・商品の統廃合

ファッションウィッグ小売事業の展開

未進出市場への事業展開の検討 （可能な地域で）順次事業開始

世界 ARIの毛髪再生技術の市場導入戦略の立案

6主なアクションは次ページ



北米

欧州

【今上期の実行アクション】

中期経営計画ロードマップ（海外事業②）

・ヘアトランスプラント事業（BOSLEY)とウィッグ事業会社（AHG）の統合

・ブランド統廃合及び物流部門の集約

・成長を促進するインセンティブ・スキームの導入

・機能別欧州統合準備の一環として第1回グローバルSCM／IT会議開催

（8/2,3 東京本社）

・BOSLEY事業の市場調査と未進出市場への事業展開の検討開始
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中期経営計画ロードマップ（海外事業③）

2010年度 2011年度 2012年度

積極的出店による販売拡大（3年で90店舗超）

アジア

中国

中国地域本社体制の準備・確立7月～

男
性

女
性

事業開始準備 事業の開始

男
性

女
性

徹底した事業の見直し
早急な黒字化

BOSLEY事業化の検
討（韓国）

BOSLEY事業の検討

黒字化の見通しが立たない地域は撤退

9月 旗艦店開店を皮切りに女性ファッションウィッグ事業モデルの確立

ファッションウィッグ小売事業の展開と拡大（台・シンガポール）

8主なアクションは次ページ



中期経営計画ロードマップ（海外事業④）

中国

アジア

【今上期の実行アクション】

・中国事業のプロ集団をリクルートし、本社体制の確立

・BOSLEY事業のフィージビリティ・スタディ開始

・旗艦店開店準備（2010年9月28日開店）

・男性オーダーメードウィッグ事業の縮小と女性ファッションウィッグの拡大
（シンガポール、台湾への特化）

・タイ、マレーシア、韓国の赤字店舗閉鎖
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中期経営計画ロードマップ（海外事業⑤）

中国・上海市にフォンテーヌ旗艦店をオープン（9月28日）

35歳～45歳を中心とした女性富裕層メインターゲ
ット層

10名（オープン時）スタッフ数

オーダーメイドウィッグ、レディメイドウィッグ主な取扱いア
イテム

VIP ROOM（2部屋）、ヘッドスパ（シャンプー台2台）
セット台（6台）

設備

約300元～30,000元価格帯

約370㎡（1階：約70㎡、2階：約300㎡）広さ
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上期業績



2011年2月期上期 連結業績

-4,423-3,440983EBITDA

-4,600

-4,500

-4,600

25,600

2011年2月期

上期計画

-862

-193

84

-1,939

増減

25.2

-7.9

-28.4

―

―

―

―

-3.4

-21.6

-24.1

-22.2

前年比

（％）

2,910

-92

-381

-1,850

-4,604

-

-4,330

-807

-5,136

-1,607

-6,743

増減

1,0771,169減価償却費

14,47411,564ｷｬｯｼｭﾊﾞﾗﾝｽ

―

―

―

92.4

進捗率

（％）

959

-5,462

-4,693

-

-4,516

23,122

18,606

5,054

23,661

2011年2月期

上期

1,340

-3,612

-89

-

-186

23,929

23,742

6,661

30,404

2010年2月期

上期

売上総利益

設備投資

売上高

売上原価

販管費

営業損益

営業利益率

経常損益

当期純損益

（単位：百万円）
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25,600
23,661

-1,606

-333

30,404

23,661

-328

-2,223

-2,576

-1,616

2011年2月期上期 連結売上高

ルール
外販売
（概算）

撤退
事業

ボズレーなど

（前年比）ルール外販売の是正と撤退事業に因る減収が主因
（計画比）主に国内女性売上が計画を下回る

女性
売上

2011年2月期
上期（計画）

2011年2月期
上期（実績）

国内
売上

（主に女性
オーダー）

その他

前年比 計画比

2010年2月期
上期

2011年2月期
上期

（百万円） （百万円）
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-4,600

363
1,519

-1,799

-4,516

2011年2月期上期 連結営業利益

-186

159

-2,703

-1,786 -4,516

売上減に
よる減益

ルール外販売
売上総利益

前年比 計画比

（百万円）

（前年比）
•ルール外販売、撤退事業売上減による減益
•業績回復に向けた積極投資（広告宣伝費、研究開発費）を
実行する。

（計画比）
•売上が計画を下回るも、営業損失はほぼ計画通り
•広告宣伝費の効率的な運用
•全社的コスト削減の実行

2011年2月期
上期（計画）

2011年2月期
上期（実績）

2010年2月期
上期

2011年2月期
上期

撤退事業
赤字

（百万円）

売上
総利益 広告

宣伝費

販管費
削減
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740

4,150

386

4,449

299-354

520

5,653

386

-13-88

-1,237

4,449

リピート
売上減

2011年2月期上期 業績（アデランス）

売上高

ルール外
販売

（概算）

新規
売上減

前年比 計画比

（百万円） （百万円）

（前年比）
•ルール外販売（概算）による減収

新規
売上減

リピート
売上増

（計画比）
•新規：AHC売上の増加に伴う、客単価の減少
•リピート：ルール外販売是正の影響が予想を下回る

2011年2月期
上期（計画）

2011年2月期
上期（実績）

2010年2月期
上期

2011年2月期
上期

リピート新規
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6,173

4,835 4,8354,890



9,533

3,229

6,474

179

-2,073

-986

3,408

7,489

3,771

6,474

109-311

-1,176

3,408

2011年2月期上期 業績（フォンテーヌ）

売上高

ルール外
販売

（概算）

オーダー
メイド
売上減

レディ
メイド
売上増

前年比 計画比
（百万円） （百万円）

（前年比）
•ルール外販売（概算）
•オーダーメイド売上減

オーダー
メイド
新規
売上減

（計画比）
•オーダーメイド新規
：フォンテーヌクチュール店化の遅れ

•猛暑による売上の減少

レディメイドオーダーメイド

レディ
メイド
売上減

オーダー
メイド

リピート
売上増

2011年2月期
上期（計画）

2011年2月期
上期（実績）

2010年2月期
上期

2011年2月期
上期 15

12,762

9,882

11,260

9,882



2011年2月期上期 業績（ボズレー）

3,811

1,385

3,848

767

-331
-250

売上高

1,037 767

3,747 3,848

円高に
よる減収 拠点閉鎖

による
減収

前年比 計画比
（百万円） （百万円）

（前年比）
•円高による減収：-250百万円
•拠点閉鎖による減収：-331百万円

MHR ボズレー

2011年2月期
上期（計画）

2011年2月期
上期（実績）

2010年2月期
上期

2011年2月期
上期

為替レート
2010年2Q ＠¥95.97
2011年2Q ＠¥91.01
2011年計画＠¥89.00

5,196

16

4,615 4,784 4,615



184 157

1,222 1,350

1,744 1,620

147 157

1,420 1,350

1,677
1,620

3,244
3,127 3,1273,150

2011年2月期上期 業績（海外ウィッグ事業）

前年比 計画比
（百万円） （百万円）

（前年比）
•現地通貨ベースでは北米は増収
•円高による減収

売上高

アジア 北米 欧州

2011年2月期
上期（計画）

2011年2月期
上期（実績）

2010年2月期
上期

2011年2月期
上期
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下期実行施策と通期予想



2011年2月期下期実行施策（アデランス）

・アデランスプレミアムクラブ（定額制2枚組）
・お客様のニーズに対応した連続装着商品
「アデランスゴールド」の発売（10月1日）

新製品投入

・下取りキャンペーン

販促キャンペーン

CS教育による顧客満足度の向上
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主な営業指標（アデランス）

0.96

2.47

2.06

2.22

2.3

2.29

2.08

1.71

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

AHC受注件数
（前年同月比-倍）

定額制 AHC（アデランス
ヘアクラブ）をCM展開し、
受注件数が前年より増加

-4.7

35.7

54.3

-12.9
-20.5

-27.2-27.4

-21.7

-19.9

-25.2

-26.6

-42.8

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

リピート受注人数
（前年同月比-%）

ルール外販売是正を
徹底して1年目

2009年 2010年
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2011年2月期下期売上見込み（アデランス）

386

4,448

462

4,473

2576

売上高

2011年2月期
上期実績

2011年2月期
下期見込み

（百万円）

新規
売上増

4,835 4,935

リピート新規

20

新規売上増
・AHC、APC（定額制）の
売上拡大

・新商品「アデランスゴールド」
の発売

リピート
売上増



2011年2月期下期実行施策（フォンテーヌ）

・レディメイドウィッグ
（レディメイドフラフィ）

・オーダーメイドウィッグ（プレミア）

新製品投入

・フォンテーヌクチュール店の大幅な拡大（期末店舗合計：114店）

店舗施策

・ブランド型TVCFで50代以上を店舗へ誘導
・機能訴求型TVCFで60代以上のボリュームゾーンの反応獲得強化

広告宣伝

CS教育による顧客満足度向上
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主な営業指標（フォンテーヌ）

フォンテーヌクチュール化した
店舗の売上高

-26.2

25.4

51.9

-35.1

-37.8

-39.4

-21.6

-32.5

-27.8-27.6

-36.0

-46.8

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

リピート受注人数
（前年同月比-%）

ルール外販売是正を徹底して1年目

0

20

40

60

80

100

120

140

3月 4月 5月 6月 7月 8月

0

20

40

60

80

100

120

140

2010年2月期 2011年2月期 前年同月比

（%）（百万円）

フォンテーヌクチュール化
した店舗の売上高は増加

2009年 2010年
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2011年2月期下期売上見込み（フォンテーヌ）

6,474

3,408

8,484

2,010

2,323

5,731

売上高

2011年2月期
上期実績

2011年2月期
下期見込み

（百万円）

オーダー
メイド
売上増

レディ
メイド
売上増

9,882

14,215
オーダーメイド売上増
・機能訴求型TVCM
・展示会開催の増加
・季節要因

レディメイド売上増
・クチュール店の拡大
・来店誘引を促すTVCMによる

顧客増
・新商品投入効果と催事回数増
・季節要因

当初計画を下回る要因
・猛暑による受注売上の減少
（9月、10月）

レディメイドオーダーメイド

23



2011年2月期下期売上見込み（海外事業）

4,615 4,450

（百万円）

2011年2月期
上期（実績）

2011年2月期
下期見込み

157 184

1,350
1,081

1,620

1,654

3,127

（百万円） アジア 北米 欧州

2011年2月期
上期（実績）

2011年2月期
下期見込み

ウィッグ事業ボズレー

24

2,919



30,400

28,639

-152
-141

-550

-659

-259

アデランス

ボズレー

フォンテーヌ

AHG

当初下期計画と下期見込みについて

（百万円） 売上高

その他
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2011年2月期
下期見込み

2011年2月期
当初見込み



2011年2月期通期連結業績予想

-2,884

2,380

2,536

-9,851

-5,351

-5,265

49,754

44,488

12,867

57,356

（参考）

2010年2月期
実績

通期計画
下期

（計画）

上期

（実績）

-62

2,838

5,659

-4,900

-2,700

-2,900

47,900

45,000

11,000

56,000

2011年2月期

当初計画

-1,444

2,456

5,500

-4,900

-4,000

-3,900

45,700

41,800

10,500

52,300

1,3791,077減価償却費

1,995-3,440EBITDA

4,541

562

693

616

22,578

23,194

5,446

28,639

959

-5,462

-4,693

-

-4,516

23,122

18,606

5,054

23,661

2011年2月期

売上総利益

設備投資

売上高

売上原価

販管費

営業損益

営業利益率

経常損益

当期純損益

（単位：百万円）
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